
 

基本計画 

基本目標Ⅲ 

 人権が尊重される社会の構築 
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基本目標Ⅲ 

 

相談しやすい環境・相談方法を整備する

被害者の安全を守る体制を確立する

被害者を一時的に保護する施設

（シェルター）と連携する

被害者に対する自立支援（子どもの養育、
              住宅の確保、就労支援など）を行う

学校で人権やＤＶ、デートＤＶに関する
         理解が深まるような授業を実施する



3 

 

（１）不必要に身体に触られた

（２）容姿や体型などについて話

題にされた

（３）性的な会話を聞かされたり、

性的な絵・写真等を見せられたり

目に入る場所に置かれたりした

（４）身体を執拗に眺めまわすよ

うな目で見られた

（５）嫌がっているのに電話、手紙、

Eメール等をされたり食事に誘わ

れたりした

（６）「男のくせに」「女のくせに」等

の性差を理由とした不快な言葉

を言われた
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－施策の方向・展開－ 
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－目標指標－ 
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－事業－          
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正しい知識の習得と、理解を深める
ための教育を学校で行う

セクシュアルマイノリティであっても不当な
差別を受けないよう法律や制度を整備する

相談・支援体制を充実させる

正しい知識の習得と、理解を深める
ための啓発活動を行政が行う

パートナーシップ宣誓制度の
周知や支援の充実

 ダイバーシティ＆インクルージョン

パートナーシップ宣誓制度

セクシュアルマイノリティ

ＬＧＢＴ
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相談内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

自分自身 88 130 147 144 163 160 183 318 432

夫婦関係 275 284 300 228 247 272 263 277 290

家族関係 238 214 325 158 181 233 162 216 312

その他 723 703 729 552 454 433 320 483 458

合計 1,324 1,331 1,501 1,082 1,045 1,098 928 1,294 1,492
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－施策の方向・展開－ 
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－目標指標－ 
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事業－          
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